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研究に関するご協力のお願い 

独立行政法人国立病院機構東京医療センターでは、福島県立医科大学倫理審査委員会の承
認を得て、下記の多機関共同研究を実施します。当院での診療情報の利用・提供について、
関係する皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

２０２３年 7月 
独立行政法人国立病院機構東京医療センター

視覚研究部・眼科  角田和繁 

■ 研究課題名          

眼底自発蛍光で Tricklingパターンを呈する黄斑・網膜変性に関する多施設データ解析 

 

■ 研究期間           

2023年 7月 3日〜2025年 3月 

 

■ 研究の目的・意義       

Trickling パターンとは眼底自発蛍光検査にて滴状に広がる特徴的な所見であり、萎縮型加齢黄
斑変性の一部で認められます。Tricklingパターンを示す萎縮型加齢黄斑変性は、比較的予後不良
とされ、他のパターンを示すタイプと遺伝子なども異なる可能性が示唆されています。また、他
の黄斑・網膜変性疾患においても同様の tricklingパターンが見られることが知られております。
以上のことから、trickling パターンを示す疾患には、複数の病態が含まれている可能性がある一
方で、共通の病態を持つ可能性も考えられます。本研究では、trickling パターンを示す黄斑・網
膜変性の方を多数集積し、網膜変性の観点から網膜電図の所見を中心に解析し、その病像と病態
を明らかにすることを目的とします。 

 

■ 研究対象となる方       

2010年 4月から 2024年 3月までに福島県立医科大学附属病院眼科および当院を含む共同研究機
関を受診し、trickling パターンを示す黄斑・網膜変性を有すると診断された患者さんを対象とし
ます。 

 

■ 研究の方法          

研究機関及び共同研究機関にて、診療録（カルテ）から下記の患者背景と画像所見のデータを調
べます。統計学的に視力変化に関係するリスク因子の検討も行います。 
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・患者背景：年齢、性別、既往歴、視力、眼圧 

・画像所見：周辺部網膜所見、全視野網膜電図の数量的解析、病変サイズ、病変部位、 

中心窩網膜厚/脈絡膜厚、黄斑部網膜構造、後部硝子体剥離の有無、 

周辺部白点状病変、視野検査所見 

 

■ 研究組織                

この研究は萎縮型加齢黄斑変性研究グループを中心とした多機関共同研究です。全ての共同研究
機関とその研究責任者の氏名は次のとおりです。 

集められた情報の管理責任者は福島県立医科大学学長 竹之下誠一であり、それらの情報は共同
研究機関で共同利用し解析を行います。 

＜研究代表者＞ 

福島県立医科大学 眼科 教授 石龍鉄樹 

＜研究実施責任者＞ 

福島県立医科大学 眼科 助教 加藤寛 

＜各機関の研究責任者＞ 

東京医療センター臨床研究センター視覚研究部 部長 角田和繁 

三重大学医学部附属病院 眼科 教授 近藤峰生 

 

■ この研究に関する問い合わせについて 

 この研究に関して質問などございましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。他の研
究対象の方の個人情報や知的財産の保護などに支障がない範囲で、研究計画書や研究方法に関す
る資料が閲覧できます。 

 また、試料・情報がこの研究に利用されることについて、研究対象者ご本人または代理の方に
ご了承いただけない場合は、研究対象者とはせずに試料・情報の利用や提供はいたしませんので、
下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも研究対象者ご本人または代理人の方に不利益
が生じることはありません。なお、研究結果がすでに医療系雑誌への掲載や学会発表がなされて
いる場合は、データを取り消すことは困難な場合もあります。 

 

■試料・情報の利用を望まれない場合等の連絡先   

〒152-8902 東京都目黒区東が丘 2-5-1 

東京医療センター視覚研究部・眼科  担当：角田和繁 

  電話：03-3411-0111  FAX：03-3411-0185 

  e-mail：shikakukenkyu2@kankakuki.jp 


